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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アコースティックピアノに特有のクリック感を
再現できる鍵盤装置を提供する。
【解決手段】摺接面４５の第１傾斜部４５ｃ（平面また
は曲面）は、押鍵のときの突起の変位方向に対して突起
の基部から漸次離れる方向に傾斜しているので、突起に
加わる抵抗力を小さくすることができ、抵抗感が漸次増
加することを抑制できる。さらに、突起が第１傾斜部を
経て至るところに位置する隆起部４５ｄにより、突起に
加わる抵抗力を大きくすることで抵抗感を大きくするこ
とができ、突起が隆起部４５ｄを乗り越えると、抵抗感
を小さくできる。このように隆起部４５ｄの前後の抵抗
感の変化を大きくできるので、アコースティックピアノ
に特有のクリック感を再現できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャーシに回動自在に支持される鍵と、
　前記鍵の押鍵または離鍵に連動して回動変位し前記鍵にアクション荷重を付与するハン
マーと、
　前記ハンマー又は前記鍵の所定部に突設され押鍵または離鍵に伴い変位する突起と、
　前記シャーシ、前記鍵、前記ハンマーのいずれかに形成されると共に、押鍵または離鍵
のときに前記突起が摺動し、押鍵のときの前記突起の摺動方向に向かうにつれて前記突起
の基部から漸次離れる方向に傾斜する平面または曲面を有する摺接面と、
　前記平面または前記曲面に連成されると共に、押鍵のときの前記突起の摺動方向に向か
うにつれて前記基部に近づく方向に前記摺接面から隆起する隆起部とを備えていることを
特徴とする鍵盤装置。
【請求項２】
　前記摺接面は、押鍵のときに前記突起が前記隆起部に至るまでの間に位置すると共に、
押鍵のときの前記突起の摺動方向に向かうにつれて前記突起の基部から漸次離れる方向に
傾斜する第１傾斜部を備えていることを特徴とする請求項１記載の鍵盤装置。
【請求項３】
　前記摺接面は、押鍵のときに前記突起が前記隆起部を経て至るところに位置すると共に
、押鍵のときの前記突起の摺動方向に向かうにつれて前記突起の基部から漸次離れる方向
に傾斜する第２傾斜部を備え、
　前記第２傾斜部は、前記第１傾斜部より傾斜角度が大きくなるように形成されているこ
とを特徴とする請求項２記載の鍵盤装置。
【請求項４】
　前記隆起部は、前記第１傾斜部より傾斜角度が大きくなるように設定されていることを
特徴とする請求項２又は３に記載の鍵盤装置。
【請求項５】
　前記突起は、前記鍵の所定部に形成される一方、
　前記摺接面は、前記ハンマーの所定部に形成されるものであり、離鍵された状態におけ
る前記摺接面の始端と前記ハンマーの回動軸とを結ぶ直線と、前記鍵の回動軸と前記ハン
マーの回動軸とを通る平面との鋭角側の交角が３０～６０°となる位置にあることを特徴
とする請求項１から４のいずれかに記載の鍵盤装置。
【請求項６】
　前記突起または前記摺接面は、可撓性を有する部材で形成され又は覆われていることを
特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の鍵盤装置。
【請求項７】
　前記ハンマーは、ハンマ本体に突設される連結突起と、前記連結突起に連結されると共
に可撓性を有する部材で前記摺接面が一体に形成される連結部材とを備え、
　前記連結部材は、前記摺接面の下方に形成されると共に、前記連結突起が挿通される挿
通孔を備えていることを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の鍵盤装置。
【請求項８】
　前記摺接面は、前記突起の下方に位置し、
　前記シャーシ、前記鍵、前記ハンマーのいずれかは、前記摺接面の周囲に立設されると
共に前記摺接面を囲繞する壁部を備えていることを特徴とする請求項１から７のいずれか
に記載の鍵盤装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は鍵盤装置に関し、特に、アコースティックピアノに特有のクリック感を再現で
きる鍵盤装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、電子ピアノ等の電子鍵盤楽器では、所定の質量を有するハンマーを鍵の下方
に設け、そのハンマーを押鍵動作に伴い回動変位させることで、所定のアクション荷重を
鍵に付与し、アコースティックピアノの鍵タッチ感に近づける技術がある。さらにアコー
スティックピアノには、鍵をゆっくり押さえると途中で抵抗感を増してからすっと軽くな
る特有のクリック感がある。このクリック感を再現することで、電子鍵盤楽器の鍵タッチ
感を、アコースティックピアノの鍵タッチ感に、より近似させることができる。
【０００３】
　このような技術として、例えば特許文献１や特許文献２には、ハンマーの所定部に突起
を設け、その突起をシャーシ（ガイド部）や鍵に摺接させるものが開示されている。以下
、図７を参照して、特許文献１や特許文献２に開示される技術について説明する。
【０００４】
　図７（ａ）は特許文献１に開示される従来の鍵盤装置５０１の側面図であり、離鍵され
た状態、即ち初期状態を示している。図７（ａ）に示すように、鍵盤装置５０１は、電子
鍵盤楽器（図示せず）の棚等に固定されるシャーシ５０２と、そのシャーシ５０２にヒン
ジ部５０３ａを介して一端が支点５０３ｂを中心に回動可能に固定されると共に、他端側
に下方を臨む平坦面５０３ｃが形成される鍵５０３と、その鍵５０３の平坦面５０３ｃの
前部側に突設される断面ほぼ半円形状の突部５０３ｄと、鍵５０３の下方のシャーシ５０
２に立設されるハンマー取付部５０２ａと、そのハンマー取付部５０２ａに回動軸５０４
ａを中心に回動可能に支持され、自重により図７（ａ）時計回りに付勢されるハンマー５
０４と、そのハンマー５０４の後部側に突設されると共に、突部５０３ｄの後部側の平坦
面５０３ｃに当接する突起５０４ｂとを備えている。
【０００５】
　また、鍵盤装置５０１は、押鍵情報を検出するための第１及び第２の鍵スイッチ５０５
ａ，５０５ｂがシャーシ５０２に配設される一方、鍵５０３は、第１及び第２の鍵スイッ
チ５０５ａ，５０５ｂに対応して下方に向かって突設される第１及び第２のスイッチ押圧
部５０３ｅ，５０３ｆを備えている。鍵５０３がゆっくり押されると、鍵５０３及び平坦
面５０３ｃが下降変位し、それに伴い第１及び第２の鍵スイッチ５０５ａ，５０５ｂが第
１及び第２のスイッチ押圧部５０３ｅ，５０３ｆに順次押圧される。さらに、ハンマー５
０４の突起５０４ｂが平坦面５０３ｃに摺接して、突部５０３ｄを乗り越えながら平坦面
５０３ｃの前部側（図７（ａ）右側）に変位する。
【０００６】
　図７（ｂ）は特許文献２に開示される従来の鍵盤装置６０１の側面図であり、離鍵され
た状態、即ち初期状態を示している。図７（ｂ）に示すように、鍵盤装置６０１は、電子
鍵盤楽器の棚等に固定されるシャーシ６０２と、そのシャーシ６０２の前部（図７（ｂ）
右側）に立設されるガイド部６０２ａ（シャーシ６０２の一部）と、そのガイド部６０２
ａの後部側の平坦面６０２ｂに突設される断面ほぼ円形状の突部６０２ｃと、シャーシ６
０２にヒンジ部６０３ａを介して一端が支点６０３ｂを中心に回動可能に固定されると共
に、他端側に回動軸６０４ａが支持される鍵６０３と、その鍵６０３が支持する回動軸６
０４ａを中心に回動可能に支持され、自重により図７（ｂ）時計回りに付勢されるハンマ
ー６０４と、そのハンマー６０４の前部側に突設されると共に、突部６０３ｃの上部側の
ガイド部６０２ａの平坦面６０２ｂに当接する突起６０４ｂとを備えている。
【０００７】
　また、鍵盤装置６０１は、押鍵情報を検出するための第１及び第２の鍵スイッチ６０５
ａ，６０５ｂがシャーシ６０２に配設される一方、鍵６０３は、第１及び第２の鍵スイッ
チ６０５ａ，６０５ｂに対応して下方に向かって突設される第１及び第２のスイッチ押圧
部６０３ｃ，６０３ｄを備えている。鍵６０３がゆっくり押されると、鍵６０３及びハン
マー６０４が下降変位し、それに伴い第１及び第２の鍵スイッチ６０５ａ，６０５ｂが第
１及び第２のスイッチ押圧部６０３ｃ，６０３ｄに順次押圧される。さらに、ハンマー６
０４の突起６０４ｂがガイド部６０２ａの平坦面６０２ｂに摺接して、突部６０２ｃを乗
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り越えながらガイド部６０２ａ（平坦面６０２ｂ）の下部側（図７（ｂ）下側）に変位す
る。
【０００８】
　次に、図７（ａ）に示す鍵盤装置５０１の鍵荷重について説明する。図７（ｃ）は鍵ス
トロークと鍵荷重との関係を示す模式図である。なお、以下の鍵盤装置５０１，６０１に
おける説明では、平坦面５０３ｃ，６０２ｂ及び突部５０３ｄ，６０２ｃと突起５０４ｂ
，６０４ｂとの関係に着目するため、第１及び第２のスイッチ押圧部５０３ｅ，５０３ｆ
，６０３ｃ，６０３ｄが第１及び第２の鍵スイッチ５０５ａ，５０５ｂ，６０５ａ，６０
６ｂを押圧することにより生じる荷重は省略する。
【０００９】
　鍵５０３が押されると、鍵５０３が支点５０３ｂを中心に下方に回動し、まず、ヒンジ
部５０３ａの弾性力およびハンマー５０４の付勢力（図７（ａ）時計回り）に起因する荷
重が鍵５０３に作用する（図７（ｃ）符号Ａ）。次に、鍵５０３の平坦面５０３ｃをハン
マー５０４の突起５０４ｂが摺接するときに、平坦面５０３ｃと突起５０４ｂとの干渉に
よる抵抗力が生じる。この抵抗力による荷重は、鍵５０３の回動に伴い漸次増加する（図
７（ｃ）符号Ｂ）。次いで、ハンマー５０４の突起５０４ｂが突部５０３ｄを乗り上げる
ときに生じる抵抗力による荷重が鍵５０３に作用し（図７（ｃ）符号Ｃ）、突起５０４ｂ
が突部５０３ｄを乗り越えると、鍵５０３に作用する荷重が小さくなる（図７（ｃ）符号
Ｄ）。
【００１０】
　図７（ｂ）に示す鍵盤装置６０１の鍵荷重も同様であり、鍵６０３が押されると、鍵６
０３が支点６０３ｂを中心に下方に回動し、まず、ヒンジ部６０３ａの弾性力およびハン
マー６０４の質量に起因する荷重が鍵６０３に作用する（図７（ｃ）符号Ａ）。次に、ガ
イド部６０２ａの平坦面６０２ｂをハンマー６０４の突起６０４ｂが摺接するときに、平
坦面６０２ｂと突起６０４ｂとの干渉による抵抗力が生じる。この抵抗力による荷重は、
鍵６０３の回動に伴い漸次増加する（図７（ｃ）符号Ｂ）。次いで、ハンマー６０４の突
起６０４ｂが突部６０２ｃを乗り上げるときに生じる抵抗力による荷重が鍵６０３に作用
し（図７（ｃ）符号Ｃ）、突起６０４ｂが突部６０２ｃを乗り越えると、鍵６０３に作用
する荷重が小さくなる（図７（ｃ）符号Ｄ）。
【００１１】
　以上のように、特許文献１及び特許文献２に開示される鍵盤装置５０１，６０１では、
突起５０４ｂ，６０４ｂが突部５０３ｄ，６０２ｃに乗り上げるときに抵抗感が増し、突
起５０４ｂ，６０４ｂが突部５０３ｄ，６０２ｃを乗り越えると抵抗感が軽くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開平４－１６５３９６号公報
【特許文献２】特開平４－１６６９９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら上記従来の技術では、突起が突部に乗り上げる前であっても、鍵の回動に
伴い平坦面を突起が摺接するときに抵抗力が生じ、この抵抗力による荷重が漸次増加する
ように鍵に作用していた。その結果、鍵ストロークに応じて抵抗感が次第に大きくなった
後、突起が突部に乗り上げるので、突起が突部に乗り上げたときの抵抗感の増大を識別し
難いという問題点があった。また、突起が突部を乗り越えた後、突起は平坦面に摺接する
ので、突起が突部を乗り越えたときの抵抗感の減少も識別し難いという問題点があった。
このような識別し難い抵抗感の変化は、アコースティックピアノのクリック感とは異なる
ものであり、違和感を覚えるという問題点があった。
【００１４】
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　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、アコースティックピア
ノに特有のクリック感を違和感なく再現できる鍵盤装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【００１５】
　この目的を達成するために、請求項１記載の鍵盤装置によれば、鍵の押鍵または離鍵に
連動してハンマーが回動変位し鍵にアクション荷重が付与される。さらに、ハンマー又は
鍵の所定部に突設される突起が、押鍵または離鍵に伴い、シャーシ、鍵、ハンマーのいず
れかに形成される摺接面に摺動する。摺接面は、押鍵のときの突起の摺動方向に向かうに
つれて突起の基部から漸次離れる方向に傾斜する平面または曲面を有し、隆起部は、その
平面または曲面に連成されると共に、押鍵のときの突起の摺動方向に向かうにつれて突起
の基部に近づく方向に摺接面から隆起している。
【００１６】
　そのため、突起が平面または曲面を経て隆起部に至るときは、平面または曲面を摺動す
る突起に加わる抵抗力を小さくすることができ、抵抗感が漸次増加することを抑制できる
。そして、突起が隆起部に乗り上げると抵抗感を大きくすることができ、突起が隆起部を
乗り越えると、抵抗感を小さくできる。この場合、突起が隆起部に乗り上げたときの抵抗
感の変化を大きくできるので、突起が隆起部を乗り越えたときの抵抗感の変化が小さくて
も、隆起部の前後で抵抗感が大きく変化するものと識別可能にできる。
【００１７】
　また、突起が隆起部を経て平面または曲面に至るときは、突起が隆起部を乗り越えたと
きの抵抗感の変化を大きくできるので、突起が隆起部を乗り上げたときの抵抗感の変化が
小さくても、隆起部の前後で抵抗感が大きく変化するものと識別可能にできる。
【００１８】
　以上のように、摺接面を摺動する突起の位置変化を、大きな抵抗感の変化として識別可
能にできるので、アコースティックピアノの特有のクリック感を違和感なく再現できる効
果がある。
【００１９】
　請求項２記載の鍵盤装置によれば、摺接面は、押鍵のときに突起が隆起部に至るまでの
間に位置すると共に、押鍵のときの突起の摺動方向に向かうにつれて突起の基部から漸次
離れる方向に傾斜する第１傾斜部を備えているので、第１傾斜部を摺動する突起に加わる
抵抗力を小さくすることができ、抵抗感が漸次増加することを抑制できる。これにより、
突起が隆起部に乗り上げたときの抵抗感の変化を大きくできるので、請求項１の効果に加
え、クリック感を際立たせる効果がある。
【００２０】
　請求項３記載の鍵盤装置によれば、摺接面は、押鍵のときに突起が隆起部を経て至ると
ころに位置すると共に、押鍵のときの突起の摺動方向に向かうにつれて突起の基部から漸
次離れる方向に傾斜する第２傾斜部を備え、その第２傾斜部は、第１傾斜部より傾斜角度
が大きくなるように形成されているので、隆起部を乗り越えた突起に加わる抵抗力を、急
激に小さくすることができる。これにより、請求項２の効果に加え、クリック感をより際
立たせる効果がある。
【００２１】
　請求項４記載の鍵盤装置によれば、隆起部は、第１傾斜部より傾斜角度が大きくなるよ
うに設定されているので、隆起部によって急激に抵抗感を増加させることができる。これ
により、請求項２又は３の効果に加え、アコースティックピアノのクリック感にさらに近
似させることができる効果がある。
【００２２】
　請求項５記載の鍵盤装置によれば、ハンマーの所定部に形成される摺接面は、離鍵され
た状態における摺接面の始端とハンマーの回動軸とを結ぶ直線と、鍵の回動軸とハンマー
の回動軸とを通る平面との鋭角側の交角が３０～６０°となる位置にある。これにより、
鍵の所定部に形成される突起と摺接面とが干渉し合う距離を長くすることができ、突起が
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摺接する距離を長くすることができる。その結果、摺接面に対する隆起部の位置や高さの
製造ばらつきを小さくできる。さらに、突起が摺接面を押圧してハンマーを回動させる確
実性を確保し、タッチ重さを鍵に付与する確実性を確保できる。これにより、請求項１か
ら４のいずれかの効果に加え、鍵タッチ感にばらつきが生じることを抑制できる効果があ
る。
【００２３】
　請求項６記載の鍵盤装置によれば、突起または摺接面は、可撓性を有する部材で形成さ
れ又は覆われているので、請求項１から５のいずれかの効果に加え、突起と摺接面とが擦
れることによるノイズ（擦過音）を生じ難くできる効果がある。
【００２４】
　請求項７記載の鍵盤装置によれば、ハンマ本体の連結突起に連結部材の挿通孔を挿通す
ることにより、連結部材をハンマ本体に連結してハンマーを製造できるので、請求項１か
ら６のいずれかの効果に加え、ハンマーを簡便に生産できる効果がある。さらに、連結部
材は可撓性を有する部材で摺接面が一体に形成されているので、突起と摺接面とが擦れる
ことによるノイズ（擦過音）を生じ難くできる効果がある。
【００２５】
　請求項８記載の鍵盤装置によれば、摺接面は突起の下方に位置し、シャーシ、鍵、ハン
マーのいずれかは、摺接面の周囲に立設されると共に摺接面を囲繞する壁部を備えている
ので、壁部に囲繞された摺接面にグリス等の潤滑剤を塗布しておいた場合、潤滑剤を壁部
の内側に貯留できる。その結果、潤滑剤が摺接面から流出することを防止できる。これに
より、請求項１から７のいずれかの効果に加え、突起や摺接面の磨耗やノイズ（擦過音）
の発生を長期間に亘って防止できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１実施の形態における鍵盤装置の側面図である。
【図２】鍵盤装置の側面図である。
【図３】（ａ）は摺接面の断面図であり、（ｂ）は鍵ストロークと鍵荷重との関係を示す
模式図である。
【図４】（ａ）は第２実施の形態における鍵盤装置のハンマーの斜視図であり、（ｂ）は
第３実施の形態における鍵盤装置のハンマーの斜視図である。
【図５】（ａ）は第４実施の形態における鍵盤装置の一部を拡大して示す鍵盤装置の側面
図であり、（ｂ）は第５実施の形態における鍵盤装置の一部を破断して示すハンマーの一
部破断側面図であり、（ｃ）は第６実施の形態における鍵盤装置の一部を拡大して示す鍵
盤装置の側面図である。
【図６】（ａ）は第７実施の形態における鍵盤装置の摺接面の断面図であり、（ｂ）は第
８実施の形態における鍵盤装置の摺接面の断面図であり、（ｃ）は第９実施の形態におけ
る鍵盤装置の摺接面の断面図である。
【図７】（ａ）は従来の鍵盤装置の側面図であり、（ｂ）は従来の鍵盤装置の側面図であ
り、（ｃ）は鍵ストロークと鍵荷重との関係を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について、添付図面を参照して説明する。まず、図
１から図３を参照して、本発明の第１実施の形態における鍵盤装置１について説明する。
図１及び図２は第１実施の形態における鍵盤装置１の側面図であり、図１は離鍵された状
態、即ち初期状態を示し、図２は押鍵された状態、即ち押鍵状態を示している。なお、鍵
盤装置１の左右方向は、電子鍵盤装置（図示せず）に搭載されたときに奏者からみた方向
を基準とし、前後方向については、電子鍵盤装置（図示せず）に搭載されたときの鍵盤装
置１の奏者側を「前方」とする。
【００２８】
　図１に示す鍵盤装置１は、奏者による鍵盤操作部として構成されると共に、鍵３の操作
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状態を検出するための装置であり、電子ピアノ等の電子鍵盤楽器（図示せず）に搭載され
る。鍵盤装置１は、合成樹脂材料や鋼板等により形成されるシャーシ２と、そのシャーシ
２に回動自在に支持され白鍵３ａ及び黒鍵３ｂから構成される複数（例えば８８鍵）の鍵
３と、その鍵３毎に配設されると共に鍵３の押鍵または離鍵に連動して回動されるハンマ
ー４とを主に備えて構成されている。
【００２９】
　鍵３（白鍵３ａ及び黒鍵３ｂ）はシャーシ２の上面側（図１上側）において、ハンマー
４は各鍵３に対応しつつシャーシ２の内部において、それぞれシャーシ２の左右方向（図
１紙面垂直方向）へ列設されている。なお、押鍵または離鍵に連動してハンマー４が回動
する機構は、白鍵３ａも黒鍵３ｂも同様なので、以下、白鍵３ａの場合を説明し、黒鍵３
ｂの場合の説明は省略する。
【００３０】
　シャーシ２は、鍵盤装置１の骨格をなす部材であり、シャーシ本体２１と、そのシャー
シ本体２１の上面に固設されるシャーシ補強部材２２とを備え、そのシャーシ補強部材２
２は、後端側に鍵軸支突起２３が形成されている。鍵軸支突起２３は、鍵３を回動自在に
軸支するための突起であり、鍵３毎に形成されている。この鍵軸支突起２３（回動軸）に
、鍵３の側壁部に穿設された軸支孔３１が係合され、シャーシ２は鍵３を回動自在に軸支
（支持）する。
【００３１】
　ハンマ軸支凹部２４は、ハンマー４を回動可能に支持するための部位であり、シャーシ
２の略中央部においてシャーシ補強部材２２の前端側に形成された開口部（図示せず）の
両側壁にハンマー４毎に凹設されている。このハンマ軸支凹部２４に、ハンマー４の両側
壁に突設されたハンマ軸支突起４３が係合され、シャーシ２はハンマー４を回動自在に軸
支（支持）する。なお、開口部は、ハンマー４が遊挿可能な大きさに形成されているので
、ハンマー４はシャーシ補強部材２２の前端側で回動できる。
【００３２】
　鍵軸支突起２３とハンマ軸支凹部２４との間のシャーシ補強部材２２の上面には、鍵３
の押鍵情報を検出するための鍵スイッチ５が取着されている。鍵スイッチ５は、シャーシ
補強部材２２に螺着される回路基板５１と、その回路基板５１の上面に配設される第１及
び第２スイッチ５２，５３とを備えており、第１及び第２スイッチ５２，５３が鍵３のス
イッチ押圧部３２により順次押圧されてオンされた場合には、各スイッチ５２，５３がオ
ン動作される時間差に基づいて鍵３の押鍵情報（ベロシティ）を検出する。
【００３３】
　上側延設部２５は、シャーシ補強部材２２から前端側（図１右側）に向けて略水平に延
設される部位である。上側延設部２５は、鍵３が離鍵された場合には、鍵３のストッパ部
３３に当接して鍵３の上限位置を規制すると共に、鍵３が押鍵された場合には、鍵３の下
面およびハンマー４の上面に当接して鍵３の下限位置およびハンマー４の上限位置をそれ
ぞれ規制する（図２参照）。
【００３４】
　下側延設部２６は、上側延設部２５の下方から前方に位置しシャーシ本体２１から前端
側に側面視略コ字状に延設される部位である。下側延設部２６は、鍵３が離鍵された場合
には、ハンマー４の下面に当接してハンマー４の下限位置を規制すると共に、鍵３が押鍵
された場合には、ハンマー４の上面に当接してハンマー４の上限位置を規制する（図２参
照）。
【００３５】
　上側延設部２５の上面にはクッション材２７ａが、上側延設部２５の下面にはクッショ
ン材２７ｂ，２７ｃがそれぞれ貼設されている。また、下側延設部２６の上端部の上面に
はクッション材２７ｄが、下側延設部２６の上端部の下面にはクッション材２７ｅが、下
側延設部２６の底部の上面にはクッション材２７ｆがそれぞれ貼設されている。これらク
ッション材２７ａ～２７ｆは、緩衝材または消音材としての役割を担う部材であり、鍵３
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やハンマー４の回動を規制する際の衝撃を吸収すべく、例えばフェルトや発泡ウレタン等
により構成されている。
【００３６】
　鍵３は、底面側（図１下側）が開放された断面略コ字状の長尺状体に形成される合成樹
脂製の部材であり、シャーシ２の上面側に配設され、鍵軸支突起２３（回動軸）に軸支孔
３１が係合することで、シャーシ２に回動自在に支持される。鍵３は、側壁から下方へ向
けて延設される側面視Ｌ字状のストッパ部３３を備えており、ストッパ部３３がシャーシ
２の上側延設部２５（クッション材２７ｃ）に当接することにより、離鍵されたときの上
限位置が規制される（図１参照）。
【００３７】
　また、鍵３には、底面部から下方に向けて延設される略尖形形状の突起３４が形成され
ており、この突起３４を介してハンマー４の後端部と当接している。これにより、鍵３は
、離鍵された場合にはハンマー４の質量により初期位置（図１参照）へ持ち上げられ、押
鍵されるときにはハンマー４の質量により所定のタッチ重さが鍵３に付与される。
【００３８】
　ハンマー４は、鍵３の押鍵または離鍵に連動して回動することによりアコースティック
ピアノと同様のタッチ重さを付与するための部材であり、ＰＯＭ等で形成される合成樹脂
製のハンマ本体４１と、そのハンマ本体４１に連結され錘としての役割を担う質量体４２
とを主に備えて構成されている。
【００３９】
　ハンマ軸支突起４３は、ハンマー４を回動可能に支持するための回動軸であり、ハンマ
本体４１の後端側の両側壁に突設されている。このハンマ軸支突起４３がハンマ軸支凹部
２４に係合することで、ハンマー４はシャーシ２に回動可能に支持される。ハンマー４は
、ハンマ軸支突起４３より前方（図１右側）に質量体４２が位置するので、質量体４２の
自重により図１時計回りに付勢される。
【００４０】
　ここで、鍵３の底面から下方に向けて突出される突起３４は、ハンマ本体４１の後端部
の上面に形成される受け部４４に挿入されている。受け部４４は、ハンマー４の前後方向
（図１左右方向）に沿って形成され突起３４が当接される摺接面４５と、その摺接面４５
の周囲に立設される壁部４６とを備えて構成されている。受け部４４は、突起３４と摺接
面４５とが摺接することによる磨耗やノイズ（擦過音）の発生を防止するため、グリス等
の潤滑剤が充填されている。
【００４１】
　なお、鍵３が押鍵されることにより、突起３４は鍵軸支突起２３（回動軸）を中心に下
方（図１時計回り）に回動し、受け部４４は突起３４に押されて、ハンマ軸支突起４３（
回動軸）を中心に下方（図１反時計回り）に回動する。これにより、突起３４は摺接面４
５を始端（後端）４５ａ（図１参照）から終端（前端）４５ｂ（図２参照）に亘って摺接
する。突起３４に対して摺接面４５が下方に位置しつつ、回動範囲において上方を向き、
さらに周囲を壁部４６に囲まれているので、潤滑剤が受け部４４から流出することを防止
できる。その結果、突起３４や摺接面４５の磨耗やノイズの発生を長期間に亘って防止で
きる。
【００４２】
　摺接面４５は、押鍵または離鍵のときにハンマ軸支突起４３の軸方向に対して直交する
方向（図１左右方向）に突起３４が摺動する面である。摺接面４５は、鍵ストロークに対
する鍵荷重を調整するための機能を担う部位であり、突起３４の相対的な摺動方向に対し
て凹凸状に形成されている。以下、図３を参照して、摺接面４５及び押鍵のときの鍵荷重
について説明する。図３（ａ）は摺接面４５の断面図であり、図３（ｂ）は鍵ストローク
と鍵荷重との関係を示す模式図である。なお、図３（ｂ）は押鍵のときの鍵荷重を示して
おり、押鍵のときに突起３４は摺接面４５を図３（ａ）左から右へ摺動する。
【００４３】
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　図３（ａ）に示すように摺接面４５は、押鍵のときの突起３４（図１参照）の摺動方向
（図３（ａ）左から右）に向かうにつれて突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に傾
斜する第１傾斜部４５ｃと、その第１傾斜部４５ｃに連成されると共に、押鍵のときに突
起３４が第１傾斜部４５ｃを経て至るところに位置し、押鍵のときの突起３４の摺動方向
に向かうにつれて突起３４の基部３４ａに近づく方向に隆起し、頂部を越えると突起３４
の基部３４ａから漸次離れる方向に傾斜する隆起部４５ｄとを備えて構成されている。さ
らに、その隆起部４５ｄに連成されると共に、押鍵のときに突起３４が隆起部４５ｄを経
て至るところに位置し、押鍵のときの突起３４の摺動方向に向かうにつれて突起３４の基
部３４ａから漸次離れる方向に傾斜する第２傾斜部４５ｅを備えている。
【００４４】
　第１傾斜部４５ｃは、鍵荷重の増加を抑制するための機能を担う部位であり、摺接面４
５の始端４５ａ（後端）において摺接面４５に接する突起３４の接線Ｔに対する傾斜角度
がθ１に設定されている。また、第１傾斜部４５ｃは、接線Ｔに投影される長さがａに設
定されており、本実施の形態では平面状に形成されている。
【００４５】
　隆起部４５ｄは、鍵荷重を急激に増加させるための機能を担う部位であり、接線Ｔに対
する傾斜角度がθ２に設定されている。また、隆起部４５ｄは、接線Ｔに投影される長さ
がｂに設定されている。なお、隆起部４５ｄの傾斜角度θ２は第１傾斜部４５ｃの傾斜角
度θ１より大きい。さらに、隆起部４５ｄの長さｂは第１傾斜部４５ｃの長さａより短い
。
【００４６】
　第２傾斜部４５ｅは、鍵荷重を急激に減少させるための機能を担う部位であり、接線Ｔ
に対する傾斜角度がθ３に設定されている。また、第２傾斜部４５ｅは、接線Ｔに投影さ
れる長さがｃに設定されており、本実施の形態では平面状に形成されている。なお、第２
傾斜部４５ｅの傾斜角度θ３は第１傾斜部４５ｃの傾斜角度θ１より大きい。さらに、第
２傾斜部４５ｅの長さｃは、第１傾斜部４５ｃの長さａより短く、隆起部４５ｄの長さｂ
より長い。
【００４７】
　図３（ｂ）を参照して押鍵時の鍵荷重について説明する。まず、鍵３（図１参照）が押
鍵されて回動を開始するときは、ハンマー４の質量が突起３４を介して鍵３に作用するた
め、鍵荷重が急激に大きくなる。ハンマー４の回動につれて突起３４は第１傾斜部４５ｃ
（平面）を摺接するが、第１傾斜部４５ｃは突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に
傾斜しているので、鍵荷重が増加することを抑制できる。
【００４８】
　次いで、摺接する突起３４が隆起部４５ｄに到達し突起３４が隆起部４５ｄに乗り上げ
ることで、鍵荷重が大きくなる。そして、突起３４が隆起部４５ｄの頂部を乗り越えると
、鍵荷重が小さくなる。このときに、鍵３に抜ける感じのクリック感が付与される。この
後、鍵３がさらに回動し突起３４が第２傾斜部４５ｅ（平面）を摺動し、摺接面４５の終
端（前端）４５ｂ（図３（ａ）参照）に到達すると、ハンマー４がクッション材２７ｅ（
図２参照）に当接するので、鍵荷重が急激に大きくなり、ハンマー４及び鍵３の回動が停
止する。
【００４９】
　なお、隆起部４５ｄの傾斜角度θ２は第１傾斜部４５ｃの傾斜角度θ１より大きいので
、隆起部４５ｄによって急激に鍵荷重を増加させることができる。これにより、クリック
感をアコースティックピアノのクリック感にさらに近似させることができる。また、第２
傾斜部４５ｅの傾斜角度θ３は第１傾斜部４５ｃの傾斜角度θ１より大きいので、隆起部
４５ｄを乗り越えた後の鍵荷重を急激に小さくできる。これにより、クリック感をより際
立たせることができる。
【００５０】
　また、隆起部４５ｄの長さｂは第１傾斜部４５ｃの長さａより短いので、鍵荷重がほぼ
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同一となる第１傾斜部４５ｃを突起３４が摺接する鍵ストロークを、長く確保できる。さ
らに、第２傾斜部４５ｅの長さｃは、第１傾斜部４５ｃの長さａより短く、隆起部４５ｄ
の長さｂより長いので、クリック感を付与した後にハンマー４及び鍵３の回動が停止する
までの鍵ストロークを短くできる。これにより、鍵タッチ感をアコースティックピアノの
鍵タッチ感に近似させることができる。
【００５１】
　また、鍵盤装置１は、鍵３の下方のシャーシ２の空間にハンマー４の質量体４２を収容
し、その対角方向に摺接面４５を位置させ、その摺接面４５に上方から突起３４を当接さ
せているので、突起３４は、ハンマー４による鍵荷重の変化を高感度で検出できる。摺接
面４５に形成される第１傾斜部４５ｃ、隆起部４５ｄ、第２傾斜部４５ｅによる凹凸は微
小であるが、上記のように摺接面４５の凹凸の突起３４による検出感度を高くできるため
、アコースティックピアノの繊細な鍵タッチ感を再現できる。
【００５２】
　図１に戻って説明する。摺接面４５の位置は、離鍵された状態（図１参照）における摺
接面４５の始端４５ａ（後端）とハンマ軸支突起４３（ハンマー４の回動軸）の軸心とを
結ぶ直線Ｌと、鍵軸支突起２３（鍵３の回動軸）の軸心とハンマ軸支突起４３の軸心とを
通る平面Ｐとの鋭角側の交角θｉが３０～６０°となるように設定される。これにより、
突起３４に対して前後方向（図１左右方向）に摺接面４５が変位する距離を長くすること
ができる。その結果、摺接面４５に対する第１傾斜部４５ｃ及び隆起部４５ｄの位置や高
さの製造ばらつきを小さくできる。さらに、突起３４が摺接面４５を押圧してハンマー４
を回動させる確実性を確保し、タッチ重さを鍵３に付与する確実性を確保できる。これに
より、鍵タッチ感にばらつきが生じることを抑制できる。
【００５３】
　なお、鋭角側の交角θｉが３０°より小さくなるにつれ、突起３４に対して摺接面４５
が変位する距離が短くなる傾向がみられる。また、交角θｉが６０°より大きくなるにつ
れ、水平方向においてハンマ軸支突起４３（ハンマー４の回動軸）の軸心に近い部位を突
起３４で押圧することになるため、突起３４の押圧によりハンマー４を回動させる確実性
が低下する傾向がみられる。
【００５４】
　以上説明したように本実施の形態によれば、押鍵のときに鍵荷重が漸次増加することを
第１傾斜部４５ｃにより抑制し、次いで隆起部４５ｄに突起３４が乗り上げることで鍵荷
重を増加させた後、突起３４が隆起部４５ｄを乗り越えることで鍵荷重を減少させること
ができる。これにより、押鍵のときの鍵ストロークに対する鍵荷重を、アコースティック
ピアノの特有のクリック感に近似させ、アコースティックピアノの鍵タッチ感を違和感な
く再現できる。
【００５５】
　次に図４（ａ）を参照して、第２実施の形態について説明する。第１実施の形態では、
摺接面４５がハンマ本体４１（ハンマー４）の一部として一体に形成される場合について
説明した。これに対し第２実施の形態では、ハンマ本体１４１と別体に形成される連結部
材１４２を備え、その連結部材１４２に摺接面１４２ｂが形成される場合について説明す
る。図４（ａ）は第２実施の形態における鍵盤装置のハンマー１０４の斜視図である。な
お、ハンマー１０４以外の部分は第１実施の形態と同一であるため図示を省略すると共に
、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５６】
　ハンマー１０４は、ＰＯＭ等で形成される合成樹脂製のハンマ本体１４１と、そのハン
マ本体１４１に連結される質量体４２とを主に備えて構成されている。ハンマ本体１４１
は、断面矩形状の連結突起１４１ａが一体に形成されて後端側に突設されている。連結部
材１４２は、可撓性を有する部材で一体に形成されており、上面に摺接面１４２ｂが形成
されると共に、摺接面１４２ｂの下方に連結突起１４１ａが嵌挿される挿通孔１４２ａが
形成されている。摺接面１４２ｂは、摺接面１４２ｂの周囲に立設される壁部４６に囲繞
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されている。
【００５７】
　ここで、可撓性を有する部材としては、シリコンゴム等のゴム材や熱可塑性エラストマ
ー等を挙げることができる。摺接面１４２ｂが可撓性を有する部材で形成されているので
、突起３４と摺接面１４２ｂとが擦れることによるノイズ（擦過音）を生じ難くできる。
さらに、ハンマ本体１４１の連結突起１４１ａに連結部材１４２の挿通孔１４２ａを挿通
することにより、連結部材１４２をハンマ本体１４１に連結してハンマー１０４を簡便に
製造できる。
【００５８】
　また、壁部４６に囲繞された摺接面１４２ｂにグリス等の潤滑剤を塗布しておいた場合
、壁部４６があるので、潤滑剤が摺接面１４２ｂから流出することを防止できる。その結
果、突起３４や摺接面１４２ｂの磨耗やノイズの発生を長期間に亘って防止できる。
【００５９】
　次に図４（ｂ）を参照して、第３実施の形態について説明する。第２実施の形態では、
ハンマ本体１４１と別体に可撓性を有する部材で形成される連結部材１４２を備え、その
連結部材１４２に摺接面１４２ｂが形成される場合について説明した。これに対し第３実
施の形態では、可撓性を有する部材で受け部２４１ａ（摺接面）がハンマ本体２４１と一
体に形成されている場合について説明する。図４（ｂ）は第３実施の形態における鍵盤装
置のハンマー２０４の斜視図である。なお、ハンマー２０４以外の部分は第１実施の形態
と同一であるため図示を省略すると共に、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を
付して説明を省略する。
【００６０】
　ハンマー２０４は、合成樹脂製のハンマ本体２４１と、そのハンマ本体２４１に連結さ
れる質量体４２とを主に備えて構成されている。受け部２４１ａは可撓性を有する部材で
構成され、２色成形によりハンマ本体２４１と一体に形成されている。受け部２４１ａが
ハンマ本体２４１と一体であるので、部品点数の増加を抑制できる。また、受け部２４１
ａ（摺接面）が可撓性を有する部材で形成されているので、突起３４と摺接面とが擦れる
ことによるノイズを生じ難くできる。さらに、壁部４６が立設された受け部２４１ａ（摺
接面）にグリス等の潤滑剤を充填しておいた場合、潤滑剤が受け部２４１ａから流出する
ことを防止できる。その結果、突起３４や受け部２４１ａの磨耗やノイズの発生を長期間
に亘って防止できる。
【００６１】
　次に図５（ａ）を参照して、第４実施の形態について説明する。第２実施の形態および
第３実施の形態では、摺接面が可撓性を有する部材で形成される場合について説明した。
これに対し第４実施の形態では、突起１３４が可撓性を有する部材で形成され又は覆われ
ている場合について説明する。図５（ａ）は第４実施の形態における鍵盤装置の一部を拡
大して示す鍵盤装置の側面図である。なお、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号
を付して説明を省略する。
【００６２】
　鍵１０３は底面側（図５（ａ）下側）が開放された断面略コ字状の長尺状体に形成され
る合成樹脂製の部材であり、その鍵１０３の底面から下方に向かって突起１３４が突設さ
れている。突起１３４は、可撓性を有する部材で構成される被膜が、２色成形により表面
に形成されている。これにより、突起１３４と摺接面４５とが擦れることによるノイズを
生じ難くできると共に、部品点数の増加を抑制できる。
【００６３】
　なお、２色成形で突起１３４の表面に被膜を形成するのに代えて、塗布や接着等により
被膜を形成することも可能である。また、被膜を形成するのに代えて、可撓性を有する部
材で突起１３４の全体を形成することも可能である。
【００６４】
　次に図５（ｂ）を参照して、第５実施の形態について説明する。第３実施の形態では、
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可撓性を有する部材で受け部２４１ａ（摺接面）がハンマ本体２４１と一体に２色成形に
より形成される場合について説明した。これに対し、第５実施の形態では、可撓性を有す
る部材で摺接面３４５がハンマ本体３４１に塗布等により形成される場合について説明す
る。図５（ｂ）は第５実施の形態における鍵盤装置の一部を破断して示すハンマー３０４
の一部破断側面図である。なお、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説
明を省略する。
【００６５】
　ハンマー３０４は、合成樹脂製のハンマ本体３４１を備えて構成されている。そのハン
マ本体３４１の後端側に立設される壁部３４６で囲まれた面に、可撓性を有する部材が塗
布され、その硬化後に摺接面３４５が形成される。これにより、可撓性を有する部材で摺
接面が形成されていない鍵盤装置であっても、メンテナンスのときに摺接面３４５を形成
することができる。また、摺接面３４５を補修することも可能である。その結果、突起３
４と摺接面３４５とが擦れることによるノイズを長期間に亘って生じ難くできる。なお、
塗布により摺接面３４５を形成するのに代えて、可撓性を有する部材で摺接面３４５を別
途製造し、それをハンマ本体３４１に接着しても良い。
【００６６】
　次に図５（ｃ）を参照して、第６実施の形態について説明する。第６実施の形態では、
離鍵のときに生じるクリック感を軽減できる突起２３４について説明する。図５（ｃ）は
第６実施の形態における鍵盤装置の一部を拡大して示す鍵盤装置の側面図である。なお、
第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説明を省略する。
【００６７】
　鍵２０３は底面側（図５（ｃ）下側）が開放された断面略コ字状の長尺状体に形成され
る合成樹脂製の部材であり、その鍵２０３の底面から下方に向かって突起２３４が突設さ
れている。突起２３４は、押鍵のときに突起２３４の進行方向を臨み摺接面４５に接する
第１面２３４ａと、離鍵のときに突起２３４の進行方向を臨み摺接面４５に接する第２面
２３４ｂとを備え、それら第１面２３４ａ及び第２面２３４ｂの曲率を異ならせて形成さ
れている。
【００６８】
　具体的には、第２面２３４ｂは、曲率が第１面２３４ａの曲率より小さくなるように設
定されている。これにより、離鍵のときに第２傾斜部４５ｅから隆起部４５ｄを経て第１
傾斜部４５ｃに至る凹凸に対する第２面２３４ｂの追随性を、第１面２３４ａの場合と比
較して低下させることができる。これにより、離鍵のときのクリック感を、押鍵のときの
クリック感と比較して大幅に低減できる。アコースティックピアノでは、本来、離鍵のと
きにクリック感は生じないので、第６実施の形態によれば、アコースティックピアノに近
似した鍵タッチ感を再現できる。
【００６９】
　次に図６（ａ）を参照して、第７実施の形態について説明する。第１実施の形態では、
摺接面４５が第２傾斜部４５ｅを備える場合について説明した。これに対し、第７実施の
形態では、摺接面４４５が第２傾斜部４５ｅに代えて平坦部４４５ｅを備える場合につい
て説明する。図６（ａ）は第７実施の形態における鍵盤装置の摺接面４４５の断面図であ
る。なお、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７０】
　図６（ａ）に示すように摺接面４４５は、押鍵のときの突起３４（図１参照）の摺動方
向（図６（ａ）左から右）に向かうにつれて突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に
摺接面４４５の始端４４５ａから傾斜する曲面状の第１傾斜部４４５ｃと、その第１傾斜
部４４５ｃに連成されると共に、押鍵のときに突起３４が第１傾斜部４４５ｃを経て至る
ところに位置し、押鍵のときの突起３４の摺動方向に向かうにつれて突起３４の基部３４
ａに近づく方向に隆起する隆起部４４５ｄと、その隆起部４４５ｄの頂部に連成されると
共に、押鍵のときに突起３４が隆起部４４５ｄを経て至るところに位置し、始端４４５ａ
における突起３４の接線Ｔと略平行に形成される平面状の平坦部４４５ｅとを備えて構成
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されている。
【００７１】
　第７実施の形態の場合、突起３４が第１傾斜部４４５ｃ（曲面）を経て隆起部４４５ｄ
に至るときは、第１傾斜部４４５ｃを摺動する突起３４に加わる抵抗力を小さくすること
ができ、抵抗感が漸次増加することを抑制できる。そして、突起３４が隆起部４４５ｄに
乗り上げると抵抗感を急激に大きくすることができる。突起３４が隆起部４４５ｄを乗り
越えたところに位置するのは平坦部４４５ｅのため、突起３４が隆起部４４５ｄを乗り越
えたときの抵抗感の変化は、第１実施の形態の場合と比較して小さい。しかし、第１傾斜
部４４５ｃが突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に傾斜しているので、突起３４が
隆起部４４５ｄを乗り越えたときの抵抗感の変化が小さくても、隆起部４４５ｄの前後で
、相対的に大きな抵抗感の変化があるものと識別可能にできる。その結果、アコースティ
ックピアノの特有のクリック感を違和感なく再現できる。
【００７２】
　次に図６（ｂ）を参照して、第８実施の形態について説明する。第１実施の形態では、
摺接面４５が第１傾斜部４５ｃを備える場合について説明した。これに対し、第８実施の
形態では、摺接面５４５が第１傾斜部４５ｃに代えて勾配部５４５ｃを備える場合につい
て説明する。図６（ｂ）は第８実施の形態における鍵盤装置の摺接面５４５の断面図であ
る。なお、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７３】
　図６（ｂ）に示すように摺接面５４５は、押鍵のときの突起３４（図１参照）の摺動方
向（図６（ｂ）左から右）に向かうにつれて突起３４の基部３４ａに漸次近づく方向に摺
接面５４５の始端５４５ａから傾斜する曲面状の勾配部５４５ｃと、その勾配部５４５ｃ
に連成されると共に、押鍵のときに突起３４が勾配部５４５ｃを経て至るところに位置し
、押鍵のときの突起３４の摺動方向に向かうにつれて突起３４の基部３４ａに近づく方向
に隆起する隆起部５４５ｄと、その隆起部５４５ｄに連成されると共に、押鍵のときに突
起３４が隆起部５４５ｄを経て至るところに位置し、押鍵のときの突起３４の摺動方向に
向かうにつれて突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に傾斜する曲面状の第２傾斜部
５４５ｅとを備えている。
【００７４】
　第８実施の形態の場合、突起３４が勾配部５４５ｃを経て隆起部５４５ｄに至るときは
、抵抗感が漸次増加する。そして、突起３４が隆起部５４５ｄに乗り上げると、抵抗感を
急激に大きくすることができる。この突起３４が隆起部５４５ｄに乗り上げたときの抵抗
感の変化は、第１実施の形態の場合と比較して小さい。しかし、突起３４が隆起部５４５
ｄを経て第２傾斜部５４５ｅ（曲面）に至るときの抵抗感の変化を大きくできるため、隆
起部５４５ｄの前後で、相対的に大きな抵抗感の変化があるものと識別可能にできる。そ
の結果、アコースティックピアノの特有のクリック感を違和感なく再現できる。
【００７５】
　次に図６（ｃ）を参照して、第９実施の形態について説明する。第１実施の形態では、
摺接面４５が第１傾斜部４５ｃを備える場合について説明した。これに対し、第９実施の
形態では、摺接面６４５が第１傾斜部４５ｃに代えて平坦部６４５ｃを備える場合につい
て説明する。図６（ｃ）は第９実施の形態における鍵盤装置の摺接面６４５の断面図であ
る。なお、第１実施の形態と同一の部分は、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７６】
　図６（ｃ）に示すように摺接面６４５は、摺接面６４５の始端６４５ａにおける突起３
４（図１参照）の接線Ｔと略平行に形成される平面状の平坦部６４５ｃと、その平坦部６
４５ｃに連成されると共に、押鍵のときに突起３４が平坦部６４５ｃを経て至るところに
位置し、押鍵のときの突起３４の摺動方向に向かうにつれて突起３４の基部３４ａに近づ
く方向に隆起する隆起部６４５ｄと、その隆起部６４５ｄに連成されると共に、押鍵のと
きに突起３４が隆起部６４５ｄを経て至るところに位置し、押鍵のときの突起３４の摺動
方向に向かうにつれて突起３４の基部３４ａから漸次離れる方向に傾斜する平面状の第２
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傾斜部６４５ｅとを備えている。
【００７７】
　第９実施の形態の場合、突起３４が平坦部６４５ｃを経て隆起部６４５ｄに至るときは
、抵抗感が漸次増加する。そして、突起３４が隆起部６４５ｄに乗り上げると、抵抗感を
急激に大きくすることができる。この突起３４が隆起部６４５ｄに乗り上げたときの抵抗
感の変化は、第１実施の形態の場合と比較して小さい。しかし、突起３４が隆起部６４５
ｄを経て第２傾斜部６４５ｅ（平面）に至るときの抵抗感の変化を大きくできるため、隆
起部６４５ｄの前後で、相対的に大きな抵抗感の変化があるものと識別可能にできる。そ
の結果、アコースティックピアノの特有のクリック感を違和感なく再現できる。
【００７８】
　以上、実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であること
は容易に推察できるものである。例えば、上記実施の形態で挙げた数値は一例であり、他
の数値を採用することは当然可能である。
【００７９】
　上記実施の形態では、鍵３に突設された突起３４が、ハンマ軸支突起４３の後方に位置
する摺接面４５に当接し、ハンマー４の質量体４２がシャーシ２の前部側を回動する場合
について説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。シャーシ２の形状や収容さ
れるハンマー４の位置、突起３４の位置等を変更して、鍵３に突設された突起３４が、ハ
ンマ軸支突起４３の前方に位置する摺接面４５に当接し、ハンマー４の質量体４２がシャ
ーシ２の後部側を回動するように構成することは当然可能である。
【００８０】
　上記実施の形態では、突起３４が鍵３に突設されると共に、摺接面４５がハンマー４に
形成される場合について説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。押鍵または
離鍵によって互いに摺接する部位に、突起および摺接面を適宜形成することが可能である
。例えば、特許文献１（図７（ａ）参照）に開示されるように、突起３４がハンマー４の
所定部に突設されると共に、摺接面４５が鍵３の所定部に形成されるようにすることは当
然可能である。また、特許文献２（図７（ｂ）参照）に開示されるように、突起３４がハ
ンマー４の所定部に突設されると共に、摺接面４５がシャーシ２の所定部（ガイド部６０
２ａ）に形成されるようにすることは当然可能である。
【００８１】
　さらに、これらに限られるものではなく、ハンマー４の所定部に突起３４を突設する一
方で鍵３の底面に摺接面４５を形成したり、ハンマー４の所定部に突起３４を突設する一
方でシャーシ２の底面に摺接面を形成したりすることも当然可能である。これら突起およ
び摺接面の位置は、シャーシ２やハンマー４の形状、回動軸の配設位置等により適宜設定
することができる。
【符号の説明】
【００８２】
　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵盤装置
　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャーシ
　２３　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵軸支突起（鍵の回動軸）
　３　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵
　３４　　　　　　　　　　　　　　　　　突起
　３４ａ　　　　　　　　　　　　　　　　基部
　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンマー
　４３　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンマ軸支突起（ハンマーの回動軸）
　４５，４４５，５４５，６４５　　　　　摺接面
　４５ａ，４４５ａ，５４５ａ，６４５ａ　始端
　４５ｃ，４４５ｃ　　　　　　　　　　　第１傾斜部
　４５ｄ，４４５ｄ，５４５ｄ，６４５ｄ　隆起部
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　４５ｅ，５４５ｅ，６４５ｅ　　　　　　第２傾斜部
　１０３，２０３　　　　　　　　　　　　鍵
　１０４，２０４，３０４　　　　　　　　ハンマー
　１３４，２３４　　　　　　　　　　　　突起
　１４１　　　　　　　　　　　　　　　　ハンマ本体
　１４１ａ　　　　　　　　　　　　　　　連結突起
　１４２　　　　　　　　　　　　　　　　連結部材
　１４２ａ　　　　　　　　　　　　　　　挿通孔
　１４２ｂ，３４５　　　　　　　　　　　摺接面
　θｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　交角
　θ１，θ２，θ３　　　　　　　　　　　傾斜角度

【図１】 【図２】
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